
（厚労省提出指標）
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Process

Outcome

Structure  指標の意義
・�黄色ブドウ球菌自体は皮膚に常在する場合があり、従って単純にMRSAの検出患者数をモニターした場合は、結果が

検査数に影響を受けるため、総ブドウ球菌数を分母とすることで標準化する。

  指標の計算式、分母・分子の解釈

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分子 期間内の MRSA 検出患者数

分母 期間内の黄色ブドウ球菌検出入院患者数 スクリーニングは除外

収集
期間 １ヶ月毎

調整
方法 患者数の重複に留意

  考察
最小値 28.85　25％値 51.48　中央値 60.42　75％値 68.49　最大値 87.58
回答病院　74

　中間値は2015年と比較して微増しています。
　MRSAの保菌、あるいは感染症の患者から繰り返し検出されることによる測定バイアスを除くことを考慮した指標
定義でありますが、長期入院患者の存在(毎月カウントされる)や施設からの持ち込み、さらにはCA－MRSAの問題
等、背景となる医療状況からのバイアスが大きいといえます。また、院内伝搬をどのように評価するかも、アクティブ
サーベイランスの実施は病院状況に左右されるため困難です。

  改善事例
・�感染報告の共有や、MRSAマニュアルを整備している。
・�感染委員会で報告している。
・�感染対策委員会・看護部感染対策チーム会議で毎月報告している。

総黄色ブドウ球菌検出患者の内のMRSA比率14
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指標 14 Outcome総黄色ブドウ球菌検出患者の内のMRSA比率
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